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ア メ リカにおける性暴力防止 プロ グラ厶

キャ ンパス や NPOの 取 り組み

千田有紀 （武蔵大学）

はじめに

　本発表 では、2009年か ら 12年までの 数年間にわ

た っ て 行っ た ア メ リカ の キ ャ ン パ ス で の 性暴力 の

防止 の 試みにつ い て紹介をお こ な い つ つ
、 その 特徴

につ い て検討 したい。日本における性暴力は、「民

事不介入」の 原則を とっ て きた歴史が長い
，

しか し

1999年の 桶川の ス ト
ー

カ
ー殺人事件を機に、2000

年にはス ト
ー

カ
ー行為等の規制等に関す る法律が

成立
、 また 2001 年に配偶者か らの 暴力の 防止 及 び

被害者の保護 （等）に関する法律が成立した。とは

い っ ても 、 被害者か らの 訴えがなけれ ばi警察等は ア

クシ ョ ン を起 こ す こ とができず、 また シ ェ ル タ
ーな

どに保護されるの は被害者の側で ある。 今後の 生活

の見通 しな どが立たない こ とや報復を恐れて、暴力

を訴える こ とを断念する被害者 も多い。加害者の 更

生プ ロ グラム もない 訳で はない が、「暴力を改めな

い と離婚され る」な どの危機感か ら男性が個人的に

受診して い るの が現状で ある 。

　それ に較べ ると、アメ リカでは
一
般に 、 被害者の

訴えとは無関係に警察が介入する こ とができる。 ま

たその 際に、加害者が男性で あるとは限らない し、

さらに同性間で あっ て も、暴力の疑い に関してはか

なり厳密に対処 され て い る。また加害者更生プロ グ

ラム はこ の よ うな司法の
一

環 として位置づ けられ 、

加害者が費用を負担し、 そ の過程を報告する義務が

ある。また家か ら追い 出 され、接近禁止 がい い 渡さ

れるの は、被害者で はなく、加害者の 側 の ほ うで あ

る。 こ の よ うな制度の背景には 、 アメ リカでは司法

や警察が現場で行使できる権力が、日本 と比較 して

巨大で あるとい うこ とも関係 して い る こ とだろ う。

キ ャ ンパ ス での とりくみ

　大学の キ ャ ン パ ス や初等中等教育にお い て 、 日本

におい て 、暴力の 「予防」にはほ とん ど取り組まれ

て い ない とい うの が実情で ある。日本ではキ ャ ン パ

ス におい ては、セ クシ ュ ア ル ハ ラス メ ン ト防止委員

会や人権委員会 とい うよ うな組織が置かれ 、 そ の よ

うな組織がパ ン フ レ ッ トや リ
ー

フ レ ッ トを作成 ・配

布 し、年に 1度に講義などの形式で啓蒙活動を行っ

てい る のが通常である。その際には、どちらかとい

うと教師
一生徒の 間にある権力を意識 した ア カデ

ミ ッ クハ ラス メ ン ト、セ ク シ ュ ア ル ハ ラス メ ン トに

焦点が当て られて い る。
一
気飲みなどを強要するア

ル コ
ー

ル ハ ラ ス メ ン トやたばこ の 害などを啓蒙す

る主体は保健セ ン タ
ーなどであり、主にポス ターよ

る啓蒙、またよくて これ も年 1回程度の 講演を実施

する程度で ある。中等教育で は、教師に よる講義か

「出前講座」が行われ、暴力につ い て の啓蒙が行わ

れる こ とがあ る。そ こ で は どの よ うな行為が暴力 、

例えば 「デー トDV」となるの かをチ ェ ッ クシ
ー

トを

使用 したり、ロ ール プ レイイン グをするな どして、

加害者や被害者の 自覚を促され る。著者の知る限 り

の現状は 、 この よ うなもの である。

　現在の 勤務校で の 経験ではない が、教員同士 の情

報交換によると、 実際に手 を焼い て い るの は例えば、

生徒間の ス ト
ー

カ
ー
行為などである。 また、学生同

士で起こ る性暴力などは、大事件に で もならな い限

り介入 が難し い
。 また こ の よ うな問題を委員会に持

ち込 まれても、「規定がない 」 とい う理由で適切に

介入できない例も多々 見聞した。こ の よ うな学生 同

士 の 間に生起する恋愛に端を発 し た つ きま とい 行

為や 、 飲み会などでの性暴力に対 しての啓蒙が成功

して い るとは い い がたい。2003年に発覚 した早稲田

大学の サ
ー

クル
、

ス
ーパ ーフ リ

ー事件、2009年に お

きた京都教育大学 の 準強姦剽牛、近年の明治大学と

日本女子大学の合同サークル に よ る歌舞伎町で の

女子学生集団昏睡事件 （大学側は事仲陸を否定）な

どの 刑事事件 レ ベ ル の 事件が起 こ っ て い る こ とを

御存知の方も多い だろう。

アメ リカの キャ ン パ ス における取 り組み

本報告では、ア メ リカの キ ャ ン パ ス 、また中等教

育で の 暴力防止 プ ロ グラ ム を紹介した い。調査対象

は 、 カル フ ォ ル ニ ア大学 （バ ー
ク レー）、ス タ ン フ

ォ
ー

ド大学、コ ロ ン ビア大学、そ して ワ シ ン トン D，C．

に拠点を置く NPO、　Men　 Can　Stop　Rape（MCSR）で あ

る 。

　ア メ リカ におけるキ ャ ン パ ス の 性暴力防止プ ロ

グラム の試みの特徴は、まず第
一

に、当然で あるが

「予防」に力を入れてい る点で ある。 被害者 の 救済 、
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加害者の矯正だけで なく、暴力を未然に防ぐとい う

点にカが割かれて い る点が特徴である。

　第二 の特徴は、学生を巻き込んでい るとい う点で

ある。 大学側による講義や啓蒙などに とどま らず、

学生を主体的に巻き込んで 、
い わばサー

クル 活動の

よ うに活動 して い く点に特徴がある 。 アメ リカ の大

学で は寮を持っ て い る大学も多く、 啓蒙活動を行 う

際に 、 寮の カ フ ェ テ リアなどを上手 く拠 点として利

用しながら、 活動を広げてい くの である 。 この よ う

な寮を活用する こ とで多くの 学生を 、 プロ グラム に

包摂する こ とが可能になる。 またジェ ン ダー
関連の

セ ン タ
ー

な どが設置されて い る場合、日本の大学に

おける部室の ような役割を果たしてお り、学生に居

場所を提供 して い る。またジ ェ ン ダー関連の授業を

コ ーディネー トするなど、かな りの決定権をもちっ

っ 活動が行われて い る。

　第三の特徴は、徹底して具体的に シ チ ュ エ ーシ ョ

ン毎に対処法が教え られて い るこ とである。とくに

キ ャ ン パ ス における性暴力は 、 飲酒がらみである こ

とが多い
。 飲酒を禁止するの で はなく、泥酔して い

る場合は 「合意」 を示 した とは い えない こ と、なお

かつ 泥酔して い る学生 の友達は決 して そ の 泥酔 し

てい る学生 の傍を離れない こと、それが責任感ある

行動で ある こ となどを、具体的に提示 しつ つ 教えら

れ る。 意識の啓蒙だけではな く、 具体的な対処法が

教えられて い る点は、有効で はない か と思われた。

　また第四 の特徴と して 、ス テ ッ カーや T シ ャ ツ、

ス ロ ーガ ン を書い た （例えば、（IOt・Consent？ （同意

は とっ た ？）な ど）グ ッ ズ の配布などによ り、啓蒙

活動を行っ て い る点があげられ る。また保健 セ ン タ

ー
で は暴力防止だけで はなく、 摂食障害や運動依存

症、アル コ
ー

ル依存症など、学生が抱えがちな幅広

い 問題 に つ い て の フ ライヤーなどを置い て い る点

は興味深か っ た 。

NPO団体 Men （hn　 Stop　 Rapeにつ い て

　Men　 Can　 Stop　 Rape（MCSR）は 、 1997年に ワ シ ン

トン D．C．で設立 された団体である。最初はポス タ
ー

による啓蒙活動などか ら始まっ た 。 今は大学の ヘ ル

ス セ ン タ
ー

な どの 暴力防止プ ロ グラ ム の コ
ーディ

ネ
ー

タ
ー

向けにプ ロ グラム を提供した り、高校、中

学校に出張 して グル ープを作成した り、プロ グラム

作成の ため の指導者育成の ワ
ー

ク シ ョ ッ プを開催

した りなどを行 っ て い る 。 重要 な点は 、
「男性 1生」

や 「男らしさ」 につ い て男性 自身が考え直してい く

ことが 、 暴力 の 撲滅に繋がるとい う主張である。 最

終的には健康的で暴力的ではない 男性性をつ く り

あげる、「男性陸」 の再定義を 目標 とする文化活動

で もあ る。

　まずプ ロ グラム は、「男 らしさっ て何だろ う？」

「その男 らしさのイメージはど こか ら得たもの ？」

「女性の こ とを何 と呼ん で い る ？」 「どうし て あば

ずれ （bitch） っ て呼ん じゃ ダメなんだろう？」 な

ど、私たちの 文化に存在 してい る男 らしさや女らし

さをまず根本か ら問い 直 してみると こ ろか ら始め

る 。 また 「強い っ て よい こ とだけ ど、じゃあ悪い 点

はど うい うこ とだろ う？」 「リ
ーダー

は素敵だけど、

その 困 っ た点は ？」とい うよ うに 、 既存の 男ら しさ

の 良い点 とともにそ の裏側に潜む問題点にも焦点

をあてて考え させ る。そ の 際には直接犯罪などにつ

い て 言及するこ となどは、あえて は行わない。

　次に、実際の暴力を止 めるときには、どの ような

行為が可能なの かを、具体的なシ チ ュ エ ーシ ョ ン で

考えて みる。例えば、「友達がすぐにガール フ レ ン

ドに対して 『bitch！』と罵るんだけど、どうすれば

い い と思 う？」など。15− 20分の時問を与えて、い

くつ もの答えを自由に引き出す 。 こ こで重要なの は 、

男性を 「加害者」 として反省させ る の ではなく、 あ

くまで も 「傍観者」の位置に位置付ける こ とで ある 。

「どうや っ た ら他人を止める こ とが で きるだろ う」

とい う問い かけを使 うことによっ て、男性 の 自分が

責め られ て い るとい う加害意識を減じる こ とが可

能になる、 またそ の 際に 、
「正 しい 」 「正 しくない 」

とい うよ りは、「ダサ い 」 「ダサ くな い （coo1 ）」 と

い うよ うな価値体系をで きるだけ使用する。「ダサ

い 」 「ダサくない 」 とい う価値体系は 、友達か らの

視線を前提 とした判断だか らで ある。

　高校生 の プ ロ グラム は大人数に対す る講義で は

な く、例えば放課後に希望者 （8− 15人程度）に対

して行う。 少人数に対 してプ ロ グラム を実施するこ

とで、こ こ で コ ア となる リーダーを育成する。 これ

らの リ
ー

ダ
ー

が友人た ちを巻き込ん で い くような

かたちで、活動を広めて い くこ とをね らい として い

るの で ある。

　こ の よ うな実践は 、 男女の 二分法の あ り方自体を

考え直す とい うよ りは、「本当の男らしさとは ？」

と問 い かけ、「本当の 男になろう」 とい うア イデ ン

テ ィ テ ィ を強化する試みであ るとい うよ うに評価

する こ とも可能だろ う。しか しまたある意味で は、

社会構造上で 男性とい う場を占める こ との責任や、
「男 らしさ」を問い直す試みで あるとも評価 しうる。

こ の よ うな両義性はあるもの の、MCSRが新しい 文化

をっ くりだそ うとして い る こ とは意味がある こ と

である 。 また 「暴力的」であると表象されがちなア

フ リカ系の 男性の アイデン テ ィ テ ィ の再定義とい

う意味で も、大きな意義をもつ と思われた。
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